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な大学では困難なことですが、
教員と事務職員が共に研修活動
ができる規模の大学の大きな特
徴であり強みであると考えてい
ます。
　私は本学に着任して本年で６
年目になります。これまでの能
力向上のために参加した研修活
動を振り返り、本学でのFD・SD
の取り組みの特徴について述べ
たいと思います。まず着任時に
１日を使って、本学の事務手続
き他の研修を受けます。私自身、
今まで２つの大学の常勤勤務経
験があり、非常勤を含めると10
程度の教育機関での勤務経験が
ありますが、このような研修を
していただけるところはありま
せんでした。30年ほど前、最初
に助手で着任した当時の国立大
学では、辞令交付式はありまし
たが、それ以上の説明はなく、
そのまま研究室に戻って勤務を
始め、特に研修はありませんで
した。大学が違うと色々なやり
方が違っているので出張や研修
等の各種事務書類の種類と手続
き等の研修を最初にやっていた
だけることは、学生に教えると
いう以前の話ではありますが大
変有用でした。続いて、着任後
１週間ほど後に、本学でのFD
ツールの根幹である、競争的補
助金に採択された教育GP（質の
高い大学教育推進プログラム）
プロジェクトで開発したFD支援
システムCANVAS（Creative 

本学におけるFD・SD活動

情報メディア学科学科長・教授
守　啓祐

　FD・SD活動は平成17年の中央
教育審議会「我が国の高等教育
の将来像」答申において「教員
が授業内容・方法を改善し向上
させるための組織的な取組の総
称。その意味するところは極め
て広範にわたるが、具体的な例
としては、教員相互の授業参観
の実施、授業方法についての研
究会の開催、新任教員のための
研修会の開催などを挙げること
ができる。」と定義され、先行
するアメリカの大学の事例を参
考にして、様々な形で各大学に
おいて実行されてきています。
加えて来たる平成29年4月1日に
施行される大学設置基準等の改
正で行われるスタッフ・ディベ
ロップメント（SD）の義務化を
受け、本ニューズレターの名称
にSDを追加することとしまし
た。今までSDと名前が入ってい
ませんでしたが、本学において
教員以外の職員向けの能力及び
資質を向上させるための研修は
行われていなかった訳ではあり
ません。本学では職員は事務職
員だけでなく、教員や技術職員
を含む形でFD活動が行われてき
てきました。これは規模の大き
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る事ができました。POLITEはシ
ラバスの公開、文書のみにとど
まらないシステムで、資料の公
開、課題の提出やアンケート、
小テストの作成、自動採点と
様々なFDツールについて研修が
行われています。また研修とい
うより自己紹介に近いと思われ
ますが、新任教員の講演会を概
ね夏休み前に開催することで教
員間の交流を図っています。
　以上に加え、昨年は教職員相
互に持っているTips（コツ）を
教えあう、「FD Tips Day」が開
催されました。２つのストリー
ムの並行開催で、「問題解決に
役立つリフレーミング（傾聴技
法の一つ）」、「ルーブリック
で学びが変わる！」他、10例の
Tipsがワークショップとして開
催され、アクティブラーニング
や学生へのアテンションの方法
について活発な意見交換がなさ
れています。このような授業の
効率的な運営も重要ですが、一
方では近年の多様な学生に対す
るスキルとして、カウンセリン
グを行う際の傾聴スキルの向上
に対して、一昨年から年間３回
ほど研修会が行われています。
研修内容は基礎編から応用編へ
とレベルを変えて実施されてい
ます。カウンセリングの基礎と
して自分や相手の気持の理解や
傾聴スキルの理解・基本的面接
技法の理解をし、教職員同士で
チーム（聞き手、話し手、観察
者）を組んでロールプレイを行
うことで多様性に富む学生に対
する対人スキルの向上を図って
います。日本の大学教員は、ど
ちらかと言うと研究中心で、こ
のような教育心理等の系統的な
研修は重視されてきませんでし

Activity for Nurturing Value-Added 
Students（by using a Faculty 
Development support system））
を使って教員の教育活動のPDCA
サイクル（Plan Do Check Act 
cycle）の支援を行うシステムの
研修を受けました。このCANVAS
システムは、教育に関する多く
の情報を集約し、教員間で情報
を共有するためのファカルティ
ポートフォリオを中心にした教
員のPDCAサイクルに沿った教育
活動を支援するシステムです。
全教員が利用しており、着任後
の本学における授業の進行の大
きな指針となりました。具体的
には学生アンケートや同僚教員
による授業の参観を元にしたピ
アレビュー等の意見を元にした
授業の改善を学期ごとに行い、
授業のレベルを上げていくため
に非常に有用なシステムです。
また、多くの教室で授業の様子
が自動録画されるため、ピアレ
ビューの意見を聞くことに加
え、自分の授業を客観的に観察
することで授業改善につながる
「気づき」につながります。加
えて新任教員向けに、概ね５月
と12月に開催される、学内設備
の紹介ツアーやオープンソース
のLMS（Learning Managing 
System）であるMoodleをベース
に本学で開発した学習ポータル
POLITE（Portfolio Oriented 
eLearning for IT Education）の
研修が行われています。このシ
ステムにつきましても文部科学
省の現代GP（現代的教育ニーズ
取組支援プログラム）に採択さ
れました。学内の紹介ツアーは
学内にどのような施設・設備が
あるかの理解を深め、所属部署
の視点にとどまらない理解を得

た。私も個人的に不足している
スキルであると既に感じていた
ため、個人で日本キャリアデザ
イン学会等に参加し情報を収集
してきましたが、教職課程担当
の専門家から知見をいただき大
変有用な研修であると感じまし
た。答えを言いたくなる気持ち
をぐっとこらえて話し手とのコ
ミュニケーションを通じて相手
の学びを深め、目標や夢に向け
ての行動を促すコーチング、
ファシリテーションの手法は訓
練をしないとなかなか実現でき
ないものであると感じています。
このような研修は教職員にとど
まらず、学生のチュータや授業
支援のSA（Student Assistant）
に対しても行われ、教職員と学
生とともにFD活動の向上に務め
ています。
　以上、様々に多様化した現在
の大学の抱えている問題に対
し、大学教職員は明確な正解の
ない問に実用的に満足できる何
らかの解を探すことが求められ
ています。授業の内容に対する
方法論も重要ですが、９月に行
われたカリキュラム等を改善す
るためのカリキュラムアドバイ
ザリボード会議において、外部
評価委員から興味深い提言を受
けました。それは学生が授業に
対して「ワクワク感」を持つこ
とが、学生が主体性に動く原動
力であるとの意見でした。この
学生にとっての「ワクワク感」
という論理的でない回答困難な
解に向け、我々大学に所属する
教職員は、何らかの妥当な解を
目指し、不断の努力を続けて行
きたいと思います。
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電子政府先進国「エストニア」を視察して
～エストニアにIT スタートアップ学ぶ～

　
先端経営学科　教授　明神　知

はじめに
　2016年6月8日から11日にかけてエストニア視察ツ
アーに参加し、別途個別にタリン工科大学を訪問し
ました。日本および本学が学ぶべきところも多くそ
の概要を報告します。

エストニアの概要
　バルト三国のひとつ、九州ぐらいの国土面積に人
口131万人のエストニア。この小国が10年以上も前
からマイナンバー制度を導入。2002年には国民ID
（eID）カード所持を義務化、先進的な電子政府を
実現しています。2007年にロシアからサイバー攻撃
を受けた後、NATOのサイバー防衛センターが置か
れています。またスカイプに代表されるITスタート
アップの国でもあり、年間起業数が2万件と欧州一
です。

エストニア視察内容
１．在エストニア日本国大使館
　近藤俊介一等書記官からエストニアの現況につい
てお話を伺いました。無借金財政でEUの優等生であ
り、来年はEU議長国です。賃金はEU全体では低賃
金で北欧の3割程度です。マイナンバー導入に合わ
せて日本から経団連、国会議員、甘利大臣などが訪
問しました。福岡市や札幌市からもIT地域振興のた
めの視察が行われました。親日の国で高校や大学の
学部留学も盛んです。日本文化への関心が高く日本
映画祭も開催されています。

２．電子政府
　年間1,000を超える視察団が来るのでe-Showroom
という展示施設があり、私たちもそこでエストニア
投資庁・エンタープライズ・エストニア日本支局長
の山口巧作氏から説明を受けました。エストニアの
行政は徹底的にペーパーレス化され5時間の閣議が
30分になり、投票所に行けない国民のためにEU委員
や国会議員の投票の3割がネット選挙になり、転
入・転出・出生といった住民登録や会社と土地の登
記もネットでできます。警察官は運転者のeIDカー
ドから運転免許、自動車登録、保険加入状況や武器
の所持まで確認できるので職務質問が不要です。銀
行は窓口が少なく99.8%がネット送金です。個人の
銀行取引が把握されているので確定申告が不要で、
法人税も自動計算され確認するだけです。還付金は
e-Taxを使って5営業日で振込まれます。医療情報の
共有により継続医薬投与では医院に行く必要があり
ません。

（1）非居住者向けeIDカード「e-Residency」

　現在133か国の12,334人が取得している非居住者の

写真1　世界遺産に登録された旧市街

写真2　e-Showroomでの電子政府の説明

写真3　筆者のe-Residencyカード



ためのeIDカードです。国別にはフィンランド、ロ
シア、アメリカがトップ３で、日本は14位の248名
です。このカードの最大のメリットは自国に居なが
ら1日でEU圏内のエストニアに会社を設立できるこ
とです。その業務遂行にあたって電子政府サービス
（認証、署名、銀行サービス、海外送金、税申告）
が使えるのです。
（2）データ交換基盤「X-ROAD」
　X-Roadはエストニアの社会保障や医療、各民間企
業のサービスなどを統合利用できるデータ交換基盤
です。サービスを提供する各データベースとデータ
交換のバスであるX-ROADとの間にあるセキュリテ
ィ・サーバー（ログ保管、ファイアーウォール）と
アダプター・サーバー（データ変換）によって行わ
れるデータ交換をX-ROADセンターがタイムスタン
プをつけてモニターしています。これによって高度
なセキュリティを実現しています。金融機関、認証
機関、ポータルサイト（市民、企業、公務員）が接
続されています。

３．IT スタートアップ企業訪問
（1）Nortel
　政府のeIDカード・システムを開発した会社で、
オマーンの医療システムやガーナのeIDカードも手
がけています。
（2）TransferWise
　P2Pを利用した海外送金サービス会社で、各国通
貨の需要をマッチングして海外送金することなく国
内取引で決済することで送金コストを安価に押さえ
るビジネスモデルが特徴です。元スカイプ社員によ
るスタートアップで学生に大変人気があります。9
月から日本でサービスを開始しました。
（3）Deekit
　これも元Skype社員によるスタートアップ。仮想
ホワイトボードで複数拠点のメンバーとアイデアを
共有しながらコラボするオンラインホワイトボード
です。タリン工科大学（TUT）出身のAsko Tamm 
氏に開発内容を伺いました。以前は定時で通常業務
をこなし、その後スタートアップの準備に当てて成
功を掴んだそうです。休暇も長く残業もない企業勤
めをしながら起業する人も多いのです。
（4）Tehnopol
　エストニアの半数のスタートアップが関与する大
規模なインキュベーション組織。ここでハッカソン
から生まれたスタートアップ企業のビジネスプラン

の説明を受けて討論しました。4回も自転車を盗ま
れたという体験から開発を思い立った女性による
BikeIDという自転車保険サービスとCafebikeという
Caféを使った乗り捨ての自転車サービスでした。こ
れらのスタートアップはTUT、Swdebank、
Tehnopol出資の基金Prototronによるプロトタイプ
開発のための10,000ユーロの資金提供や、知財、マ
ーケティング、コーチ・メンターの支援を受けてい
ます。
（5）Garage48
　スタートアップという意味のガレージと48時間の
ハッカソンから名前をつけたコワーキングスペース
です。今回の視察主催者の小森努氏（e-Residency日
本人取得第一号で起業支援の会社をタリンに設立）
はここでe-Residencyハッカソン特別賞を受賞し、今
年４月のエストニア首相の来日ミッションメンバー
となりました。なお、最近ではエンジニアの疲弊を
防ぐために12時間ぐらいでアイデアの取捨選択をす
るようです。

４．Mektory・タリン工科大学（産学連携組織）
　TUT Innovation & Biz centre Mektory (Modern 
Estonian Knowledge Transfer Organization foR 
You)
　Juri Vain教授（CS学科長）の日本との共同研究プ
ロジェクト説明の後、Mektory全体を見学しまし
た。ここは一言でいうなら工学のおもちゃ箱！この
日も10名ぐらいの子ども達が楽しそうにモノづくり
を学んでいました。ここは産学連携で企業課題を解
決する場であり、スタートアップを生み出す場であ
り、子供たちにモノづくりの楽しさを体験する場で
もあるのです。中高教師の支援も行っています。
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写真4　子供たちの工学体験



（1）3DprintersOS
　Mectoryの成功事例のひとつに、クラウドベース
の3Dプリンター操作用OS「3DprintersOS」があり
ます。その発展過程を説明してくれました。学部横
断の学生たちがアイデアを生み出し、それを支援し
て学内のビジネスモデルコンペに優勝し、その副賞
でシリコンバレーの投資家や技術者との交流を行
う。Mektoryに無料のオフィスをもらって投資を受
けて新製品開発を行い、アメリカに支社を設ける。
売り上げと輸出を増やして、大学と提携して他の学
生をコーチングしています。
（2）Mektoryスタートアップ支援プログラム
　起業プログラムマネージャーAnu Oks、Sirli Jõgi
氏からTUTのアントレプレナーシップ・プログラム
の説明を受けました。大学入学前の中高生向けのス
タートアップ・プログラム（教材の共同開発にも取
組中）から始まって、大学でアイデアを出してコン
セプトを固め、プロトタイプのコンペで投資を受け
て、インキュベーションへと発展するプログラムが
進んでおり、現在9つのスタートアップ企業の部屋
があるそうです。

　続いて、元エストニア経済通信省局次長で現在日
本在住のRaul Allikivi氏の仲介で江別モデルへの
X-ROAD利用可能性の確認や大学間連携可能性を探
るために一人残って以下の情報交換を行いました。
（3）ベンチレーション（換気）研究室
　換気工学の学生が減少してきたので若者に関心を
持ってもらうために企業の協力を得て換気の可視化
実演の部屋を作りました。地下にある怪しげなディ
スコルームのようでした。このように工学の効果や
面白さを子供たちにも分かるように徹底的に可視化
しているのはMektory全体の特徴です。

　その後、本学に関係があると思われる先生方を呼
んでいただきました。
・Dirk Draheim 教授（ラージスケールシステムG、
IT学部）、Alex Norta准教授（ソフト工学主任、IT
学部）

　江別モデルの説明をしてX-ROAD の外部利用可能
性について確認しました。エストニア電子政府のア
ーキテクトであるAndres Kütt（エストニア電子政
府情報システム局アーキテクチャのリーダー）を紹
介してくれました。またAlex Norta博士が編集した
SOAの論文集をもらいました。
・Paalme 教授（食品工学部門長）
　体内の善玉菌やパンの発酵過程などを研究してお
り、日本の食の臨床試験の状況にも関心を持ってい
ました。

おわりに
　首相官邸の壁に歴代エストニア独立のために殉死
した政府関係者の記念碑がありました。そのなかに
1942年のソ連併合時にシベリア送りとなり処刑され
た祖父の名前を教えてくれたガイドのKertuさん。
「自由と独立」への国民の高い意識がITスタートア
ップの多さと、起業を支援し推進する組織の洗練、
国が無くなってもバーチャルな電子政府を残して非
居住者によって運営できる国家を生み出していま
す。なお、本学は日本・エストニア/EUデジタルソ
サエティ推進協議会（JEEADiS）」の研究会員で
す。エストニアの先進的なデジタル社会の仕組みに
ついて日本の状況に合わせて活用するとともに情報
発信していきたいと思います。

5

写真5　Oks、Allikiviの両氏と



CDIO2016参加およびOulu大学等視察の報告
　

次世代学習環境検討WG  　　　　　
情報メディア学科　教授　隼田 尚彦

■はじめに
　工学教育の国際会議CDIO2016が、6月12日から16
日までフィンランドのトゥルク応用科学大学（図1）
で開催されました。この会議に、明神先生と共に参
加する機会をいただきました。併せて、オウル大学
のTellusイノベーションアリーナ（以下Tellus）とオ
ウル大学・オウル応用科学大学・オウルの地元産業
界の産学連携施設ビジネスキッチン（以下BK）を視
察いたしました。

■CDIOとは
　実際の企業現場が求めるスキルと知識偏重になりが
ちな大学教育の溝を埋めるために、Conceive-Design- 
Implement-Operate（着想・設計・実行・運営）の
過程を取り入れた教育のフレームワークです。従来の
大学教育で身につける知識を現実の様々な課題と結
びつけて、システムや製品開発に適用出来る力を醸
成し、実務的な次世代エンジニアを育成するための統
合的なカリキュラムの確立運用を目指しています［1］。
　2000年にMITとスウェーデンの3大学によって発
案された基準やシラバスに関する工学系大学教育の
国際標準の一つといえ、CDIO Initiativeは、それを推
進する組織です。今回のCDIO2016のアジア地域ミ
ーティングで木更津高専の加盟が認められ、日本の
加盟校は、金沢高専、金沢工大と併せて3校となり
ました。シンガポール・ポリテクニックや本学協定
校のRMUTT、金沢工大などがアジアの中心校です。
　本会議に出席して、冨士学長を中心に推進されて
きた本学FD委員会の取り組みや、情報メディア学科
で過去十数年間継続してきた全体的なカリキュラム
改善のスキームが、CDIOの方針と極めて近いと感
じました。CDIOでは、各加盟校が、それぞれの新
しい教育手法の取り組みによる経験知を蓄積・共有

するだけに留まらず、複数の大学が国際的に連携し
て、アクションリサーチの形で教育研究を進めてい
ます。また、経営学などの工学以外の分野における
CDIOの応用が実証されています。このため、CDIO
への加盟し活動することは、本学の教学支援の改革
を加速するものと考えます。
　RMUTTのナタ先生には、2017年3月にバンコクで
開催されるCDIOアジア地域会議で加盟審査を受け
てはどうかと勧められました。

■CDIO2016（12th CDIO Conference）の概要
　CDIO2016には、計31カ国からの参加者がありまし
た。４人の基調講演が行われ、その後ポスターセッ
ション、口頭発表やワークショップなどが企画され
ていました。筆者は、それらのプログラムの中で全
ての基調講演とポスターセッション、“Introduction 
to CDIO”と名付けられた一連の講義、そして、幾
つかの口頭発表セッションに参加しました。
　最初の基調講演は、オーリン工大注１）教授Mark 
Somerville氏の「工学教育の情動的な変革」（図2）
でした。失敗談も含めた同大の開校秘話満載で、学
生の集め方から、学生達が一緒に大学を作り上げる
（建物も含めて、本当に一緒に創った！）過程で、
どのように主体的に活動し学んできたのかという非
常に興味深い内容でした。開校までのスケジュール
が遅れたのを逆手に取り、一緒に作り上げてくれる
入学者を求めるという戦略はとても新鮮でした。
　東北大学の川島隆太教授の基調講演は、ICTを活
用したスマートエイジング、スマートフォンなどの利
用が引き起こす認知機能への悪影響に関する内容で
した。ビデオゲームやTVを見る際に、高度な認知機
能を司る前頭連合野の活動が極めて弱くなり、場合
によっては休止してしまうそうです。ただし、脳に負
荷のかかる適切な課題を与えることで、脳が活性化す
ることも示されました。eラーニングやシリアスゲー
ムを活用する際に留意する必要があると感じました。
　Riitta Rissanen氏は、フィンランドの応用科学大学
が担うイノベーションと産業とビジネスの相互作用に

図1　トゥルク応用科学大学 図2　Mark Somerville氏の基調講演 図3　場内を飛ぶマイク
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関して、シンガポールのテマセック財団のBenedict 
Cheong理事長は、補助金を給付する側から見た補助
金申請のポイントについて、それぞれ講演されました。
　基調講演での質問に際し、30cm角ほどの柔らかい
立方体の中にマイクを仕込んで、投げて渡すという
パフォーマンス（図3）が印象的でした。
　ポスターセッションでは、各校の取り組みを中心
に盛んな情報交換が行われていました。同時開催の
学生向けプログラムCDIO ACADEMYでは、各国の
学生たちがワークショップ（以下WS）を行ってい
ました。
　“Introduction to CDIO”は、WSを含み、6コマ
各70 分、計７時間の集中講義（表1）でした。
　ここで、CDIOの考え方を学び、各所属校の自己
評価とその情報共有をアクティブラーニング形式で
体験しました（図4）。具体的には、統合化カリキ
ュラムの構成、教職員の意識改革、学生のモチベー
ションアップをはかる環境づくり、アクティブラー
ニングの手法、CDIOの自己評価シートとクロスス
パーリングを用いた教育および教育環境の継続的な
改善についてでした。
　統合化されたカリキュラムとは、4年間で身につ
けるべき（専門知識に限らない）学修内容を科目間
の連携や分担によって、シームレスに組み立てたも
のです。CDIOシラバスには、1）専門的知識と論理
的思考、2）個人および専門家としてのスキルと特
性、3）人間関係のスキル（チームワークとコミュ
ニケーション）、4）企業や社会の文脈における
CDIOシステムといった、大きく分けて4種類のコン
テンツが用意されています。例えば、3）人間関係
のスキルを例にとってみると、「文書によるコミュ
ニケーション」や「英語によるコミュニケーショ
ン」といった小項目があり、これらの項目に該当す
る科目がどの時期に設定されているかについて、全
体像を意識して細部まで検討することが求められて
います。これは、本学で既に取り組んでいる人材像
とコンピテンシーの考え方に近いものです。
　外部パートナーと一緒に組み立てることが重要で
あるということも強調されていました。本学でも、
外部アドバイザリーボードから提言をいただいてい
ますが、そこに留まらず、企業や行政とタイアップ
したリアルな問題解決（大人数で集中して数ヶ月間
取り組むような上級編）、または本学の国際コラボ

レーションのような他校との共同プロジェクト科目
などを異なるレベルで複数設定することが重要との
ことでした。
　カリキュラムを検討する上で、はじめから最良の
ものを作り出そうとするのは難しいものです。それ
よりも、「バランスの良いカリキュラム」を作り、
随時改良を重ねることが大切であるという話も出て
いました。
　本学でも、同様のカリキュラム改善を行ってきた
と思います。筆者の所属する情報メディア学科で
は、第二期カリキュラムで「あるべき姿」を追求
し、かなりドラスティックな改革を行いました。そ
の後、必要に応じて大小様々な改善を適宜行ってき
ました。次年度カリキュラムでは、学生の急激な二
極化に対応し、これまで課外プロジェクトであった
各種活動の単位化と初年次教育を中心に改善を進め
ています。課外プロジェクトの単位化は、CDIOで
求められる上級プロジェクト科目として進化させる
ことが出来ると考えます。
　プロジェクトは、I-Oだけ、D-I-O、そしてC-D-I-O
と活動のレベルが上がるにつれ、複雑さのレベルも
上がります。レベルに合わせて、問題の構造化の有
無や既知の解決策の有無、チーム規模（個人ベース
から学際的な大規模グループまで）、期間（数日か
ら数ヶ月まで）について、綿密に設計する必要があ
ります。
　学生のモチベーションと教育効果を上げる環境整
備の重要性も説かれました。本学でも、プロジェク
ト講義室やAL教室、MCCなどがありますが、アイ
ディアを産みだすには、気軽に話し合えるソファや
小グループ向けのボックス空間まで様々な形で提供
するべきだと説明されました（図8～11）。コンピ
ュータ実習室も、打ち合わせ空間やIoTなどのプロ
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図4　ワークショップの様子 図5　賑わうポスターセッション 図6　CDIO Academyの会場 図7　明神先生と会場にて

 
形式 講義タイトル 

座学 
CDIO Essentials Part 1 

CDIO Essentials Part 2 

WS 

Workshop on Design-Implement  Exercises and Workspaces 

Workshop on Active Learning 

Workshop on Continuous Improvement with Self-evaluation and 

Cross-sparring Part1 

Workshop on Continuous Improvement with Self-evaluation and 

Cross-sparring Part2 

表1　Introduction to CDIOセッションの構成 



トタイピングや実装が可能な空間などが併設され、
多用途に対応できることが望まれます。また、本学
では、図12のような学生の作品展示や学生の学びに
資する常設展示スペース注２）や、優秀作品や機器の
適切な保管場所が全く不足しています。このような
空間は蔑ろにされがちですが、実は非常に大切な空
間であるとされ、本学で見落とされている点である
と痛感しました。
　実は、図9以降は、CDIOの後に訪問したオウル大
学（図12はFAB LABというレーザーカッターと3D
プリンターの工作室、残りはTellus）とBKの写真で
す。ここには、まさにCDIOが提唱している空間が
揃えられていました。Tellusは、BKに続く２番目の
拠点です。主にC-Dの作業とプレゼンに特化した空
間として整備されたばかりで、地域の企業も自由に
使えるそうです。一つの部屋では、NOKIAの部署横
断型のプロジェクトが行われていました。また、一
坪強の空間に家具を配置した箱が設置され（図
10）、少人数で利用しやすいよう適度に空間が区切
られていました。アイディアを持つアントレプレナ
ー達が企業人等と交流する空間（図9）や、気分転
換や仮眠、そしてヨガなどのレッスンも受けられる
リラクゼーションスペース（図11）もありました。
　Tellusでは、スタッフのSergei Kopytin氏、ビジネ
スキッチンで学生を指導しているオウル大学のAnne 
Sorvari氏とオウル応用科学大学のSami Niemelä氏の
三名に対応いただき、Tellusの施設と活動の説明と、
DemolaやAvanto Acceleratorを中心としたBKの活
動の説明を受けました。
　オウルの中心市街地に位置するBKは、新規事業の
創造、産学連携、学習環境、コワーキングスペース、
イベント運営の機能を持ち、大学のアントレプレナ
ーシップ・ハブとして2012年に開設されました。
Avanto Acceleratorというプレ・スタートアップや大
学と産業界を繋ぐDemola Ouluといったプログラムが

動いています。どちらも、オウル大学とオウル応用科
学大学で単位認定されるプロジェクト（Accelerator
は5単位、Demolaは5～10単位）です。希望学生は、
受講申請書を書いて応募し、適性を考慮して選抜さ
れます。1シーズンあたり大体70～80名の学生が受
講するそうです。BK訪問時は、ちょうどAccelerator
を受講しているチームが打ち合わせをしていました
（図15）。Acceleratorは、自分の研究や学修内容か
ら着想したもの、学外で得たスキルによるもの、他
者のアイディア、市場の可能性やRDIからのスピン
オフなど、様々な観点からスタートするそうです。
　Demolaは、学際的な学生チームが企業の抱える問
題を3～4ヶ月かけて解決するもので、ライセンス販売
や起業も視野に入れているとのこと。教員はアドバ
イザーとして、学生チームをサポートするそうです。

■おわりに
　本視察では、主体的に学ばせる仕組みについて、
数多くのヒントを得ることができました。本学の教育
改善に活かせるよう、共有していきたいと思います。

■注
１）安田先生と谷口先生が2015年11月に視察した大
学です［2］。

２）オーリン工大の展示空間については、安田先生
が報告されています［2］。

■参考文献
［1］The CDIO™ INITIATIVE、CDIO, 

http://www.cdio.org, 参照Aug.26.2016.
［2］安田光孝、“アントレプレナーシップセンタ

ー米国調査報告、” 北海道情報大学FDニュー
ズレター、No.18、pp8-13、Apr. 2016.

［3］DEMOLA、http://www.demola.net,参照
Aug.26.2016.
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図8　ワーキングスペース 図9　Tellusイノベーションアリーナ 図10　少人数用打ち合わせボックス 図11　リラクゼーションスペース

図12　FAB LAB 図13　DemolaとBusiness Kitchen 図14　BKの説明を受ける筆者 図15　Acceleratorの参加学生
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第11回カリキュラム・アドバイザリーボード会議　報告
　

先端経営学科　准教授　椿　　達

　平成28年９月２日（金）に、本学eDCタワーで第
11回カリキュラム・アドバイザリーボード会議が開
催された。プログラムは以下の通りである。

第11回カリキュラム・アドバイザリーボード会議
11：00～11：10アドバイザーの紹介、学長挨拶
11：10～11：20HIUVision2020等について（冨士　隆 
学長）
11：20～12：50平成29年度カリキュラムについて
▽各学科等の基本方針
・先端経営学科（長井敏行 教授）
・システム情報学科（谷川　健 教授）
・医療情報学科（佐藤浩樹 教授）
・情報メディア学科（守　啓祐 教授）
・共通教育（穴田有一 教授）
・通信教育部（髙井那美 教授）
・経営情報学研究科（渡部重十 教授）
▽学部横断型教育プログラム
・「BIとビッグデータ」（向原　強 教授）
12：50～13：40昼食
13：40～15：00アドバイザーからコメント・質疑応答
15：10～16：30懇親会

　本学の９名のアドバイザーから、次の７名の出席
があった。

齊藤　義明、株式会社野村総合研究所 未来創発セン
ター室長

溝畑　彰洋、株式会社シグマクシス デジタルフォー
スシェルパ AI＆Analyticsディレクター

明神　　知、北海道情報大学 経営情報学部 先端経
営学科 教授

太田　正人、日本アイビーエム・ソリューション・サ
ービス株式会社 執行役員 第三事業部長

菅野　忠臣、ディー・エス・エムジャパン ヴァイス
プレジデント

小笠原克彦、北海道大学大学院 保健科学研究院 教授
松田　直久、北海道札幌国際情報高等学校 校長

　会議では、まず司会者からアドバイザーの紹介、
冨士学長の挨拶があり、その中で学長は、平成10年
からの本会議の活動経過や本学のSWOT分析の結果
等について報告した。SWOT分析では、内部環境の
強みとして「ICTを活用した実践的な教育・研究　
GPなど競争的資金の獲得」や「コンピテンシーに基
づくカリキュラム編成」、「食の臨床試験による社

会貢献」などを、弱みとしては「キャンパスの立地
条件や18歳人口の減少等から定員割れしている学科
があること」などをあげて、今後改善していくテー
マであることを説明した。さらに世界的なデジタル
ビジネスのうねりは本学への強力なフォローの風で
あるものの、高校生などにはデジタルビジネスの人
気が低迷しており、そのギャップに対してどう対応
していくかなど、外部環境の機会と脅威について説
明した。

　引き続き、冨士学長から「HIU Vision 2020等につ
いて」の報告があった。本学の建学の理念を実現し
ていくために、Quality Firstをミッションとして教
育の質を向上させて、主体性を持った高度ITプロフ
ェッショナルの育成を目指すことなど、大学の目指
すべき将来像を示した。さらに具体的な取組や課題
について、たとえば臨床工学の分野や優秀な留学生
や社会人学生の確保、年間300件ほどの出前授業を
実施している他大学の例を引き、大学の授業を直接
高校生に伝えること、本学では女子学生の確保の面
で課題が残されていることなどのこれからの指針を
述べた。アドバイザーのアドバイス等によりコンピ
テンシーに基づくカリキュラムが編成されてきたこ
とや、出口戦略では米国の大学でのCOOP教育プロ
グラム（大学での授業と企業での実践的な就業体験
を繰り返すプログラム）を例にして、インターンシ
ップ推進の必要性について触れた。最後に本学の教
育イノベーションをどう進めていくか、「主体的な
学びへ導くための実行プラン2016」に基づいて早い
時期に学生の学びへのモチベーションを高めていく
こと、自ら考えるということにICTを使うなど、多
岐にわたる報告があった。
　平成29年度カリキュラムについて、先端経営学
科、システム情報学科、医療情報学科、情報メディ
ア学科、共通教育、通信教育、経営情報学研究科
（修士課程）の各担当者から報告がなされた。
　先端経営学科の平成29年度カリキュラムの改正に
ついて、長井敏行教授は「ますます企業環境は変化



しており、企業には経営の一層の効率化と独創性の
促進が求められている」など、学科の定員の削減
（70名から40名）とカリキュラムの改正（77科目か
ら64科目）の背景を述べ、現行の５つのコースを
「IT経営コース」と「起業家育成コース」の２コー
スに集約してデジタルビジネス専攻の下に設けるこ
と、各コースには必要なコア科目を設定すること、
コア科目は他のコースでも必要な科目として履修を
奨励することなど、具体的な対応策などを報告した。
　システム情報学科の基本方針については、谷川健
教授より報告があった。専攻については、従来の４
つの専攻から宇宙情報専攻とシステム情報専攻の２
専攻にしたこと、人材像については２専攻下に置か
れる３コースにおけるそれぞれの育成すべき人材像
と、教職課程が設置されていることから「情報や数
学において教員して従事できる人材」の育成をコー
スの目指すべき人材像に掲げていることを説明し
た。さらに新しく設定した科目「システム情報学へ
の招待」「プロジェクト基礎」「IoT技術総論」の
ねらいや内容について、高校生の意識を踏まえてコ
ース・専攻選択の方法や時期を変更したことについ
て説明した。
　医療情報学科の基本方針は、佐藤浩樹教授が報告
した。平成29年度から２専攻３コースにすること、
コース設定に関しては従来のコースを集約して「診
療情報管理」「健康情報科学」、新たに臨床工学士
を養成する「臨床工学」を新設することなどの説明
があった。さらにカリキュラム変更の要点として、
「２専攻とも実践的な人材の育成を目的とした資格
取得に対する教育体制は従前と同様に継続する」
「ICTを利用できる能力の充実をはかる」「卒業後に
求められる問題解決能力を念頭に、自主的学習能力
およびプレゼンテーション能力を身につけるための
新たなカリキュラムに取り組む」ことを取り上げた。
　情報メディア学科の基本方針は、守啓祐教授が報
告した。まずメディアデザイン専攻について、現在
の４コースからプロジェクションマッピング等の企

画・提案・制作をする「メディアアートコース」を
新設して５コースで構成することになったこと、メ
ディアテクノロジー専攻について「携帯アプリケー
ションコース」を「モバイルアプリケーションコー
ス」と名称を変更したこと、そしてどちらの専攻で
あっても双方の学生同士でチームを組み、３・４年
生ではゼミナールやプロジェクト系科目で力を合わ
せるような形をとることから、１・２年生のうちに
どちらの専攻の内容も学生にしっかりと理解させる
カリキュラムの構成であることの説明があった。ま
た入学前のイメージと入学後の専攻内容のミスマッ
チをできるだけ避けるため、専攻の決定を１年の３
期に検討させ、４期で決定することやコースは２年
の１期に検討し２期に決定させること、初修者教育
として「初修情報メディア学ⅠⅡ」という、モバイ
ル端末を用いたアプリケーションを用いて学習を行
う科目を現在開発中であり、入学直後から実施する
ことなどの説明があった。
　共通教育における基本方針の報告は穴田有一教授
が担当した。共通教育の教育目的について、我が国
の大学の実情や学生の学力の実態などの背景を踏ま
えて、本学の建学理念や中教審答申から教養教育に
課せられている使命や目標などを解きほぐしなが
ら、モデル図を使っての説明があった。カリキュラ
ム検討の要点として、「人間・自然・社会」科目の
適正化（削減）、科目群「情報」から「情報とクリ
ティカルシンキング」への名称の変更、「ヘルスリ
テラシー入門」科目の新設、「国際コレボレーショ
ン」を１科目から２科目に増設、学力の向上を目指
して「基礎英語」「英語表現」「初修外国語」を２単
位から１単位に分割して行うなど、さらに「マレー
シアから始める国際化トップガン育成プログラム」
やアクティブ・ラーニングの実践事例を紹介した。

　今回から通信教育部と経営情報学研究科（修士課
程）についての説明が加わり、通信教育部について
は髙井那美教授が担当した。通信教育部の沿革、取
得できる教員免許状の種類、アドミッションポリシ
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ー、入学者選抜方法、学生の種類、授業形態、カリ
キュラムの特徴、履修モデル、国家資格等の合格に
よる単位認定、平成29年度カリキュラムの変更点や
問題点の報告があった。また経営情報学研究科（修
士課程）の報告は渡部重十教授が担当し、平成８年
４月に設置した大学院の実態や将来像について、大
学院の教育目的、カリキュラム・ポリシー、ディプ
ロマ・ポリシー、アドミッション・ポリシー、大学
院入試等の説明を通して報告した。

　最後に、学部横断型授業科目「BIとビッグデー
タ」について、向原強教授より、平成29年度カリキ
ュラムの目玉として開講が予定されていること、BI
とは何か、その講義内容（コンセプト）等について
説明があった。
　以上の報告・提案を受け、外部アドバイザーから
コメントをいただいた。各アドバイザーからのコメ
ントの概要は次の通りである。
　齊藤義明氏：特に宇宙情報に関する学科・臨床工
学の分野・ビッグデータに関わるカリキュラムが印
象に残った。デモンストレーションやプロトタイピ
ングの演習が厚くなると、大学の個性がさらに引き
立つ。地方創生や産学連携の文脈でのプロジェクト
を増やして、その先にアントレプレナーシップとか
ビジネスモデリング、リスクテイク、チームビルデ
ィングなどに対する実践知が備わることで、デジタ
ルのスキルが違ってくる。それらはアナログで人間
臭いことであることから、アナログ面ももう一段強
化していくと、大学の特徴が際立っていくのではな
いか。学生の興味やわくわく感をいかに引き出すこ
とが、各学科や授業で大切なのではないか。「自ら
リスクをテイクする」ということを、大学生にいか
に教えていくのか。リスクテイクを教えるというと
は、リスクということを誰よりも熟知させた上で、
その先に行かせるところに本質がある。こうした要
素を一部でも取り入れてはどうか。
　溝畑彰洋氏：先端経営学科について２点のコメン
トである。一つは品質を担保する仕組みを確立する

こと。外部やパートナーの力を借りることで仕組化
してほしい。世界中から優秀な学生を集めている企
業を参考にして、現場のフレッシュな情報を学生に
届けられるような仕組みを構築してほしい。今のデ
ジタルビジネスの現場では、毎日15～30分のチェッ
クポイントをおき、昨日までどうだったのか、とい
う全体の旗振りをするような品質の確保・担保する
仕組みを導入している。このことについて考えてほ
しい。二つ目は最近のニュービジネスは、ビジネス
スキルだけでイノベーションが生まれるのは稀であ
るということ。自分以外の人に仕事の最後のところ
をやってもらおうとすると、ベンチャーはほとんど
失敗する。デジタルビジネスをやる人は、「ビジネ
スはわからない」とは言えない。ぜひ専門性のある
人材を一人でも多く生み出してほしい。

　明神知氏：現在、就職部長として多くの企業を訪
問している。たとえば北海道の大規模な農業は、ト
ラクターをロボット化して、ドローンも飛すなど、
科学的な農業をやろうという動きがあり、IT業界の
若者たちが活躍する場がたくさんあると思う。また
インターンシップは企業と学生の双方にメリットは
高いが、企業側の負担は大きい。しかし卒論のテー
マなどに具体的な企業の課題を取り込んでやると、
企業との関係は高まり、インターンシップになりう
る可能性がある。昨年、学長とコロラド州立大学に
行ってきたが、地場のビジネスや企業との関係が強
いと感じた。本学も企業との関係を密にして、具体
的に問題解決を図っていくということも一つのテー
マになろう。IT業界もデジタルビジネスに大きく舵
を取って業界を変えようとしている。システム情報
学科の学生はIT業界の動きに注目し、サービスデザ
インなどの潮流に乗って、就活に取り組んでほしい。
　太田正人氏：現在、情報大から15名の卒業生が本
社で働いており、採用側からは期待している。大学
は女子学生や留学生を増やしていかなければならな
い。幅広く留学生をとってみてはどうか。通信教育
のコンテンツを通常の学科に活かしてはどうか。そ
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れは社会人を集める可能性もある。金融業界ではた
くさんの事故が起きていて技術者が足りないことか
ら、デジタルビジネスのキーテクノロジーのところ
に、セキュリティも加えてはどうだろうか。またプ
ロジェクトトライアルは、ファシリテーションに重
きをおいてはどうだろうか。採用側からいえば、IT
技術は身につけてきてほしいが、主体的でリーダー
シップを持ちコミュニケーション能力が高く、さら
にやり抜く力をもった人材がほしい。インターンシ
ップは、本社では現場の実践知や最新技術、たとえ
ばフィンテックなどの話ができることから、活用し
てほしい。
　菅野忠臣氏：単組材の研究に特化している大学は
多い中で、本学は人と食はどう関係があるのかをか
なり突き詰めている。日本は生物統計学や臨床デザ
インが弱いと言われている。大学でもその方向を目
指す分野があればと思う。企業では実務で設計ので
きる人間、組織の中でビジネスモデルを作れる人間
を求めている。そういうテクニックをしっかりと積
み上げることのできる人材が非常に魅力的となる。
医療材料工学は、もう米国や欧州で一千億円くらい
のビジネスになっていて、我が国は10年は遅れてい
る。たとえばスポーツ選手が骨を折ったときに、米
国では先端の技術を使って治すが、日本では感染症
が心配であるとか、データがないとか、なかなか進
まない。そういう市場のマーケットと関連していけ
ば、有用な人材を送り出せるカリキュラムになると
思う。学生時代に机上で学ぶ学問も大切であるが、
実際のプロジェクトで解決していく、対人関係を磨
くような試みをされてはどうかと思う。
　小笠原克彦氏：臨床工学はただ単に免許が取れる
だけではなく、他大学との差別化が必要である。ま
た急性期病院の減少と慢性期病院への移行という社
会的な流れの中において就職先を病院以外に作って
いかなければならない。医療情報技師という役割が
できてから15年たつが、受験者も減るなど次の段階
に移りかけている。セキュリティの授業を必修にし
てはどうか。さらに基礎医学の共通課程をつくるこ
とを厚生労働省が進めているという話がある。医
師・歯科医師・薬剤師以外のメディカルスタッフは
解剖学や病理学などをすべて共通化した上で、３年
目以降に専門性のどこにでも行けるような仕組みに
しようとしている。他大学からの学生を受け入れる
こと、編入制をどうするか。大学院のメディカルス
タッフの中には通信教育を使って勉強したいという
人が多くいる。特に放射線技師は本学の情報システ
ムなどに関連性がある。大学院の遠隔教育にも期待
したい。18歳の人たちがワクワクでき、可能性を感
じるような学科、専攻、コースのネーミングが必要
ではないか。システム、デザイン、マネジメントな

どに健康などを融合すると、次の面白いことができ
るのではないだろうか。

　松田直久氏：高校の卒業生が母校に戻ってきて大
学の話をするときは、授業がいいとか悪いとかの話
が多い。教育に力を入れなければ、大学は選んでも
らえなく時代になってきている。ファミリー感など
一体感を強めるような大学を高校生は求めている。
小規模な大学であることをもっとアピールしてはど
うか。本学は学生に対する面倒見が良いことが強み
である。しかし学生に手をかけるととともに、学生
を鍛える、育てるという面も必要だ。たとえば学生
に資格取得を目標にさせてガンガン取らせるような
こともあってよいだろう。細かい専攻を選ぶのは高
校生にとっては難しい。文系はとくにそうである。
入学時は間口を大きくして、学部を選ぶほう良い。
また女子学生を獲得するのは重要である。留学する
高校生は女子が圧倒している。国際化を進めるのな
ら女子が中心になり、男子にも良い影響を与えるだ
ろう。通信教育部は、本学の強みである。大学でも
いろいろなスタイルで教育を提供することが一層重
要になる。道内唯一の通信教育部を有する本学は、
安定したニーズに対応して学生を獲得していけると
思う。

　アドバイザーからのコメントについて、その後活
発な質疑応答が交わされ、懇親会でも積極的な意見
交換が行われた。教育・研究活動、大学運営が適切
であるかを考える上では、実際に現場で活躍してい
る方々の「外」からのご意見は極めて貴重である。
今回のご意見やご指摘を今後の大学全体の運営に活
かしていくことが重要である。
　最後に、第11回カリキュラム・アドバイザリーボ
ード会議に出席していただいたアドバイザーの皆様
と本学教職員の皆様に心より感謝いたします。
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情報セキュリティの最前線と人材養成Ⅲ
参加報告
　

情報メディア学科　講師　福光 正幸

１．はじめに
　近年のサイバー攻撃の変化・急増をきっかけとし
て、平成26年11月に「サイバーセキュリティ基本
法」が成立した。この第8条には教育研究機関の責
務として、「サイバーセキュリティに係る人材の育
成並びにサイバーセキュリティに関する研究及びそ
の成果の普及に努めること」が記されている。
　本稿では、以上を基に6月24日に開催された「情
報セキュリティの最前線と人材養成Ⅲ」の参加報告
を行なう。本セミナーでは表1に示す5つの講演が行
われた。次節以降で、各内容の概要について述べる。

２．サイバーセキュリティ人材総合戦略と大学への
期待

　上記状況、並びに、日本のセキュリティ人材不足 
［1］の抜本的解決等を目的に、内閣は「サイバー
セキュリティ人材育成強化方針」を発表した。サイ
バーセキュリティ戦略本部の林氏は本セミナーでこ
の要約の解説・所感・学術機関への期待について述
べていた。
　まず、サイバーセキュリティ人材育成強化方針
は、以下で構成されている。
　第１章　社会で活躍できる人材の育成
　第２章　政府機関における人材の育成
　第３章　今後の検討の枠組み
特に、第１章には、経営者層と実務者層の掛け渡し
可能なセキュリティ人材の必要性と、そのような人
材育成に必要な要素「人材像の提示」、「教育の充
実」、「演習課題の設備」、「能力の可視化」につ
いて述べられている。特に、演習課題の設備につい
ては、サイバー攻撃の手法が年々高度化しているこ
とから、いかにして演習課題を開発するかが重要と
されている。サイバーセキュリティ教育において
は、単に技術を磨くだけではなく、マネージメント
やリスク回避についても総合的に学ぶべきとされて
いる。特に、マネージメントに関して、セキュリテ
ィに関連する経済学や経営学は学問として、未開で
あることからも、この必要性についても述べられて
いた。

３．情報セキュリティマネジメント試験のご案内
　IPAの髙橋氏は、今年度春期から実施されている
「情報セキュリティマネジメント（SG）試験」の説
明と春期試験の受験者・合格者についての所感を述
べていた。
　SG試験は、社会人として必要な情報セキュリティ
の知識の体系的な修得を目指す国家試験として設置
された。本試験は、図1に示す通り、ICT利用者向け
の試験で、ITパスポートの上位に位置づけられてい
る。このレベルは、学部生レベルとされている。
　今年度春期の本試験の合格率は88%ととても高く
なっている。この理由は、試験の難易度ではなく、
応用情報技術者試験や高度試験などSG試験よりも高
いレベルの試験を合格していた者が本試験を受験し
ていたことにあるとの解説が述べられていた。

４．大学を核とする産官学連携サイバー人材の育成
戦略

　佐々木氏は、サイバー攻撃の歴史と東京電機大学
でのサイバーセキュリティ教育の取り組みである

図1　SG試験と他のIPA試験との関係

表1 「情報セキュリティの最前線と人材養成Ⅲ」のプログラム
表題 講師陣 

1 　サイバーセキュリティ
人材総合戦略と大学へ
の期待 

サイバーセキュ
リティ戦略本部 
林絋一郎氏 

2　 情報セキュリティマネ
ジメント試験のご紹介 

IPA 
髙橋政義氏 

3　 大学を核とする産官学
連携サイバー人材の育
成戦略 

東京電機大学 
佐々木良一氏 

4　 全学サイバーセキュリ
ティ教育 

九州大学 
岡本耕二氏 

5　 高度情報セキュリティ
人材育成プログラムと
その実際 

情報セキュリテ
ィ大学院大学 
湯淺懇道氏 

13



「CySec［2］」について説明を行った。
　サイバー攻撃は、その対象が不特定多数から標的
型へ、攻撃者は個人から組織へと変化を遂げた。さ
らに今後は、AIを用いたウイルスなどより高度な攻
撃が猛威を振るうとされている。つまり、これに対
抗できるセキュリティ技術者が必要である。図2に
示す通り、セキュリティ技術者のレベルについて
は、いくつか段階がある。トップガンは、現在国内
に数人のみ存在し、世界各国のトップガンとの連携
が必要とされている。次いで、セキュリティエキス
パートは数千人～数万人が必要とされており、大学
院での育成が可能と述べられていた。セキュリティ
実力のあるIT技術者・経営者は、学部の講義での学
修で可能とされている。いかにして国内のトップガ
ンを増やしていくかが最終的な課題ではあるが、ま
ず裾野を広げるため、トップガン候補を増やす必要
がある。これは、大学での教育で可能と佐々木氏は
述べていた。
　これに対し、東京電機大学では、「CySec」と呼
ばれる社会人向けの履修証明プログラムとして、
2015年度からセキュリティ教育コースを大学院で開
講している。これは、「高度人材養成のための社会
人学び直し大学院プログラム」の「国際化サイバー
セキュリティ学特別コース」としても採択されてい
る。本コースでは、多くの科目で産学官からの外部
講師・演習課題を交えた講義を展開している。特に
特徴的な科目が、脆弱性検出技法やサイバーセキュ
リティ実践演習、インシデント情報の連携と報告書
の作成など、実践的にサイバーセキュリティの基礎
を学修できる「サイバーセキュリティ基盤」と、従
来の日本にはなかった新分野の「デジタルフォレン
ジック」である。

　また、学部学生に対しては、3年生には暗号の基
礎の講義を、4年生にはサイバーセキュリティの講
義と演習をそれぞれ行っている。特に、サイバーセ
キュリティ演習では、IPAの「AppGoat［3］」によ
るweb脆弱性に関する演習、パケットモニタリン
グ、Snort［4］による侵入検知システムの構築など
も取り入れている。

５．全学サイバーセキュリティ教育
　九州大学では、平成26年度から全学教育でサイバ
ーセキュリティ教育を行っており、岡本氏による概
要の説明がなされた。
　全学教育でのサイバーセキュリティ教育のポイン
トは、計算機科学や計算機ネットワークに関する知
識・技能がない受講者が多い中、いかにサイバーセ
キュリティについて教えるかである。これに対し、
岡本氏は、受講者のリテラシ教育と基礎セキュリテ
ィ教育を目的に、事例ベースの説明を取り入れてい
る。例えば、ベネッセの個人情報流出事件を用いた
際、原因であるエンジニアによるスマートフォンの
USB接続であることを導入とし、USBメモリについ
ての説明を行い、また、エンジニアの逮捕理由が
「不正競争防止法違反」であったことから、この法
についての説明等を行っている。これは受講者のサ
イバーセキュリティに対する興味をひく狙いがあ
る。しかし実際には、半数以上の受講者が事例自体
を知らないという問題点も挙げられていた。
　この科目は、来年度より、全学必修科目となり、
受講者が約2600名となるため、いかに受講者の理解
度を確認するかが課題として挙げられていた。この
解決のため、Moodleを用いたオンライン小テストを
定期的に行う等の工夫が考えられている。

６．高度情報セキュリティ人材育成プログラムとそ
の実際

　最後は、情報セキュリティ大学院大学の湯淺氏に
よる、情報セキュリティ大学院大学での取り組みに
ついての説明であった。そもそも、情報セキュリテ
ィ大学院大学とは、岩崎学園が「情報セキュリティ
に関する技術・管理・法制の総合教育」を実現する
ため、2004年に開学した大学である。開学の当初
は、学部卒学生の高度セキュリティ教育の場を提供
する狙いがあったが、情報セキュリティのニーズか
ら学生の大半が社会人となっている。
　情報セキュリティ大学院大学では、図2に示すセ

トップ
ガン

セキュリティ
エキスパート

セキュリティ実力のある
IT技術者・経営者

一般市民

図2　セキュリティ技術者の階層
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キュリティエキスパート教育のため「ISSスクエ
ア」を、セキュリティ実力のあるIT技術者・経営者
育成のため「enPit-Security」をそれぞれ行ってい
る。ISSスクエア［5］とは、研究と実務融合によ
る、「高度情報セキュリティ実践リーダー」または
「高度情報セキュリティ研究・開発者」育成のため
のプログラムであり、文部科学省「平成19年度先導
的ITスペシャリスト育成推進プログラム」として採
択されている。一方、enPit-Security［6］とは、平
成25年に北陸先端科学技術大学院大学、東北大学、
奈良先端科学技術大学院大学、慶應義塾大学、情報
セキュリティ大学院大学の5校が中心となり始動し
たプロジェクトである。この5大学に所属する学生
は、他の連携校で開講されている講義も受講するこ
とができる。情報セキュリティ大学院大学でも、4
節の東京電機大学同様、産業界から講師を招いた講
義・演習を展開している。サイバーセキュリティ人
材育成のための教養設備と教材開発の課題として
は、演習の際の適切な教材がない、または、非常に
高価であることが挙げられていた。この解決のた
め、産業界からの利用しやすい教養設備の構築と教
育プログラムの提供が必要とされている。

７．おわりに
　本稿では、情報セキュリティの最前線と人材養成
Ⅲの参加報告を行った。
　昨今のサイバー攻撃手法の高度化に対し、日本は
セキュリティ人材不足という深刻な問題を抱えてい
る。そのため、サイバーセキュリティ人材育成の重
要性が産学官各方面から叫ばれている。特に、今後
必要となるセキュリティ人材は技術だけでなく、経
営・法等を総合的に知る必要がある。大学ではこれ
らを学べる環境の提供が必要と考えられている。実
際、東京電機大学や情報セキュリティ大学院大学の
コースでは、そのような環境を提供することで、社
会人の受講者が多い。このため、サイバーセキュリ
ティ人材育成のコースは社会人の学び直しのコース
としても効果があると考えられる。一方、学部学生
のセキュリティ教育については、セキュリティ実力
のあるIT技術者・経営者育成を目指し、SG試験レベ
ルの知識と技術の習得を目標とすることが1つと考
えられる。
　最後に、これらセキュリティ人材育成を行う上で
の課題として、時代に適したセキュリティ教材の開
発が挙げられる。昨今のサイバー攻撃の変化の激し

さからも、この実現には個々の機関のみの対応には
限界があり、産学官連携の重要性が伺える。

文献
［1］中谷 日出，“時論公論「どうする？情報セキ

ュリティ技術者不足」,”NHK ONLINE, 2014.
［オンライン］．Available: http://www.nhk. 
or.jp/kaisetsu-blog/100/202598.html. [アクセス
日: 5 9 2016].

［2］東京電機大学，“CySec,”東京電機大学,［オ
ンライン］．Available: https://cysec.dendai. 
ac.jp/.［アクセス日: 5 9 2016］.

［3］情報処理推進機構，“脆弱性体験学習ツール 
AppGoat：IPA 独立行政法人 情報処理推進機
構,”情報処理推進機構，2011.［オンライン］．
Available: https://www.ipa.go.jp/security/ 
vuln/appgoat/.［アクセス日: 5 9 2016］.

［4］M. Roesch, “Snort - Network Intrusion 
Detection & Prevention System,” Cisco 
Systems, Inc., 1998.［オンライン］. Available: 
https://www.snort.org/.［アクセス日: 5 9 
2016］.

［5］情報セキュリティ大学院大学, “ISS square,” 
情報セキュリティ大学院大学, 2008.［オンライ
ン］．Available: http://iss.iisec.ac.jp/.［アク
セス日: 9 5 2016］.

［6］北陸先端科学技術大学院大学，東北大学，奈
良先端科学技術大学院大学，慶應義塾大学，
情報セキュリティ大学院大学,“enPiT-Security
【SecCap】分野・地域を越えた実践的情報教
育協働ネットワーク（セキュリティ分野）,”
北陸先端科学技術大学院大学、東北大学、奈
良先端科学技術大学院大学、慶應義塾大学、
情報セキュリティ大学院大学，2013.［オンラ
イン］．Available: https://www.seccap.jp/.
［アクセス日: 5 9 2016］.
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デザイン思考に基づいた
「情報大生向けアイディアソン」を開催

　
メディア・クリエイティブ・センター長
情報メディア学科　教授　安田 光孝

　7月10日（日）に、「初音ミク」で有名なクリプ
トン・フューチャー・メディア株式会社と本学メデ
ィア・クリエイティブ・センター／アントレプレナ
ーシップセンターが連携して、「情報大生向けアイ
ディアソン」を開催しました。
　アイディアソンとは、与えられた課題に対し、チ
ームでアイディアを出し合い、限られた時間に解決
策を創出するワークショップイベントで、学生の発
想力、集中力、自分の考えをまとめる力、そして、
プレゼンテーション力を鍛えます。

　今回の「情報大生向けアイディアソン」は、クリ
プトン社の「ユニークコード」というしくみを使っ
て新たなサービスを生み出すワークショップです。
「ユニークコード」のしくみはクリプトン社の新し
いカード型音楽メディア「SONOCA」に使われてい
ます。優勝チームには、チーム全員に「初音ミク
V3」が授与されます。
　アイディアソンのファシリテータは筆者が務め、
メンターと審査員をクリプトン社の笹原　崇寛氏
（CGMチーム　企画営業 / 新規ビジネス開拓グルー
プ / SONOCAマーケティング担当責任者）と林 禎
康氏（システムチーム / 統括マネージャー）に、ま
た、オブサーバーを本学客員教授でもある伊藤 博之
氏（代表取締役 / 情報メディア学部 客員教授）にお
願いしました。また、アントレプレナーシップセンタ
ー　センター長の谷口文威准教授にセンターの説明と
米国視察について簡単な講演をしていただきました。
　募集は学内公募とし、学科・学年問わず、参加で
きるようにしました。募集定員20名のところ、24名
の応募があり、全員を受け入れました。内訳は表1
のようになっています。多少の偏りはありますが、
全学部全学科からの応募がありました。2年生がど
の学科からも来ていないのは残念なことでもありま
す。24名を事前に4人ずつの6チームに割り振りまし
た。学科と学年がなるべく別れるように配慮しました。

　このアイディアソンは、デザイン思考の考え方に
基づいており、実施プログラムは筆者が設計しまし
た。デザイン思考とは、デザインの思考過程を形式

化し、問題解決の発想へとつなげる手法です。この
アイディアソンでは、スタンフォード大学d.school
の提唱するデザイン思考の5つのプロセス（図1）に
基づき、アイディアソンを設計しています。しか
し、1日ではすべてのプロセスをこなすことが難し
いため、事前に調査課題を出すこととプロトタイプ
を簡易化することで時間の短縮をはかりました。ま
た、デザイン思考の概念は大学の学部生が理解する
には難しいものでもあるため、プロセスを平易化
し、わかりやすいものへアレンジしました。
　また、会場を自由で明るい雰囲気にするため、自
分でカラフルな名札を作らせたり、音楽を流したり、
カジュアルなドレスコードとしたり、お菓子や飲み
物を用意したりと配慮しています。プロトタイプを
作る素材・材料もインスピレーションが湧くよう、
様々な種類の材料を並べ、創作意欲を刺激するよう
にしました。実はこういったクリエイティブな雰囲
気づくりがアイディアソンの重要な要素となります。
　筆者は、デザイン思考を10年以上前から教育に取
り入れているスタンフォード大学d.schoolを2015年
度に視察し、また、その流れをくむ一般社団法人デ
ザイン思考研究所のデザイン思考ワークショップに
2度参加し、知見を得てきました。また、東京大学
i.schoolが提供するEDGEファシリテーター・プログ
ラムにも参加し、ワークショップのファシリテータ
としての訓練も受けてきています。

　1日の大まかな流れは、オリエンテーション→アイス
ブレーク→テーマ発表→デザイン思考によるアイデア
出し→プレゼンテーション→審査・表彰式となります。
　プレゼンテーションが終わり、審査員の2人に結
果は託されましたが、審査員から提案があり、審査
員、教員、各チームの投票により優勝を決定するこ
とになりました。

優勝は「チームChocolate」。
1票差での優勝となりました。

以下に各チームのアイディアの概要を記します。

【優勝】
■チームC（チームChocolate）※図3
　書籍を買うとついてくるブックカバーにユニーク
コードを印刷。
　ユニークコードをスマホで読み込むと新しい書籍
の試し読みができる。
　SONOCAを電子書籍対応させ、書籍のプロモーシ
ョンツールとして使用する。
■チームA（チーム京都）※図4
　一生涯使える子から子へ代々受け継がれるコード。
　ユニークコードを使って自分の思い出をアップロ
ードし、写真や動画を蓄積する。
　デジタル版家系図の作成にも応用可能。お墓にユ
ニークコードを刻印することも。

図1　「情報大生向けアイディアソン」で
クリプトン社からの総評

表1　参加学生の所属と人数
情報メディア
学科メ・デザ
イン専攻

情報メディア
学科メ・テク
ノロジー専攻

先端経営学科 システム情報
学科

医療情報学科 
計

4 年生 5 3 3   11 
3 年生 1 2  3 2 8 
2 年生      0 
1 年生 1 1 3   5 

計 7 6 6 3 2 24 
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図2　デザイン思考の5つのステップ
（スタンフォード大学d.school）



■チームB（チーム外国）※図5
　外国へ旅行に行った日本人が観光名所の表面印刷
されたカードを購入。
　表面は観光名所がARで浮かび上がる。裏面のユ
ニークコードを使って、事前にアップロードした外
国での思い出（動画等）を友達に見せられる。イン
バウンド向けとしても使用可能。

■チームD（チームしょうゆ）※図6
　チェキフィルムにユニークコードが印刷されている。
　写真を撮影するだけでなく、ユニークコードにデ
ジタルコンテンツ（動画等）を紐付けることでアナ
ログ＋デジタルで特別な思い出を残せる。
■チームE（チーム黒が好き）※図7
　SONOCAに自分のARコンテンツor動画を紐づけ。
　そのコンテンツで愛の告白！普通と違った形で告
白をすることでライバルに差をつける。
■チームF（チーム実行委員会）※図8
　ユニークコードを指輪に刻印。サプライズ告白動
画を届けることも。
　アクセサリーのプレゼントにデジタルコンテンツ
を紐付ける新しいプレゼントの在り方！

　実施後のアンケートでは、総合的満足度が5段階
評価で平均3.95と高く、自由コメント欄には「再度
受けたい」という学生が23名中8名いました。以下
に特徴的なコメントを記します。

・大学1年生のときにあったら良かったなって思い
ます。
・1日だけでなく数日かけてもっと深いところまで
言ってもよいかもしれない。
・自分の伝えたいことを伝える難しさや、他の人と
アイディアを出し合ってひとつのことについて考
えていく楽しさを学びました。
・学科の持つ特徴を自分も持つべきだと思った。
・段階を踏んだ発想を学べた。
・自分に足りない部分を少しでも伸ばそうという目
的で来たイベントが、まさかの優勝でびっくりだ
ったけど、充実した1日でよかったです。
・部屋が狭かったかな。。。

　今後は、アイディアソンだけでなく、ハッカソン
も開催する予定です。お楽しみに。

図3　チームC（チームChocolate）

図4　チームA（チーム京都）

図5　チームB（チーム外国）

図6　チームD（チームしょうゆ）

図7　チームE（チーム黒が好き）
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図8　チームF（チーム実行委員会）



平成28年度 SD研修会の開催報告
　

「アドビシステムズのPDFファイル作成ソフト
『Acrobat』の最新版の利用説明会」
開催日時：平成28年9月14日（水）14：00～15：30
場　　所：115教室
講　　師：アドビシステムズ株式会社 デジタルメデ

ィア営業統括本部
ビジネスデベロップメントマネージャ　
冨崎　太一　氏

　本学の教職員を対象に、アドビシステムズのPDF
ファイル作成ソフト「Acrobat」最新版についての
利用説明会を開催しました。
　講師としてお招きしたアドビシステムズ株式会社
の 冨崎 太一 氏から、
・Acrobatを使ったPDFの有効的な活用方法
・動画や音声/CAD情報、3Dなどインタラクティ
ブデータとドキュメントの融合
・PDFにおけるセキュリティ（PDFを使った標的
型攻撃から守る方法）
・アンケートや契約書類などのワークフローの簡
素化

についての説明を受けました。
　参加人数は、教職員併せて28名でした。

「財務分析に関するSD研修会」
開催日時：平成28年9月29日（木）16：30～17：20
場　　所：111教室
講　　師：山本　徹　法人本部長

　
　北海道情報大学教職員及び北海道情報専門学校教
職員を対象に、学校法人会計基準に基づいて作成さ
れた決算書類の読み方や学校法人電子開発学園の財
務状況についての説明会を開催しました。
　平成27年度の決算資料（「ななかまど」Vol.66掲
載）を基に説明がなされ、学校法人会計基準の一部
改正に伴う計算書類の変更点と、新たに作成するこ
ととなった「活動区分資金収支計算書」や「事業活
動収支計算書」について、計算書の目的や記載内容
等について学びました。質疑応答では、5名の教職
員から、今後の収支予測などについての質問があり
ました。
　参加人数は、本学教職員及び専門学校職員併せて
40名でした。
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「Acrobat」利用説明会の様子

財務分析に関するＳＤ研修会の様子
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学生からの評価の高い先生を表彰！
　

　平成28年度前期の授業評価アンケートの結果を集
計して、最も評価の高い科目を選び、その科目を担
当している教員の顕彰を行いました。
　今回表彰されたのは次の二人の先生です。
伊藤　一正　准教授（情報メディア学部）
　評価科目：「実用英語」
諸岡　卓真　准教授（経営情報学部）
　評価科目：「ミステリを読む」（通信教育部科目）

　なお集計に際しては、学部と大学院については、
授業評価アンケートの質問項目から次の5つの質問
項目での回答を利用しました。
・あなたにとって、教員の説明はわかりやすかった
ですか？
・あなたにとって、この授業は全体として満足でき
るものでしたか？
・あなたからみて、教員は十分準備をし、熱意を持
って授業を行っていましたか？
・あなたとしては、この授業は目標としていた知識
や技能を修得できたと思いますか？
・教員は、この授業に必要な宿題・課題やこの授業
の勉強法を適切に指示していましたか？

　通信教育部の科目については、授業形態やアンケ
ート項目が異なっているため、次のように別の質問
項目での回答を利用しました。
・学習用プリントは、学習の手助けになりました
か？
・この科目に満足されましたか？

　表彰状の授与の後は、冨士学長を交えて授業で工
夫している点や教え方のコツなど、情報交換を行い
ました。

冨士隆学長から、教育に対する努力と熱意を
たたえて表彰状が授与されました

受賞した諸岡准教授（左）と、伊藤准教授（右）
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　教員によるピアレビューは、平成20年の後期から実施され、今回で丸8年16回実施したことになる。しか
も、事情のある先生を除いて、全教員が実施してきた。なんとも凄い！初期メンバーとして、国内外のFD先進
大学を視察させてもらったが、そんな大学はなかったし、それは今も同じだと思う。こんなの意味がないと揶
揄する人もいるのは承知しているが、そんなことはない。継続することにこそ意味がある。それは教育もFDも
同じだと思う。

ＷＧ２グループリーダー　先端経営学科　教授　向原　強

編 集 後 記

FD・SD活動　行事実績と予定（平成28年度前期－平成28年度後期）

日　　程 行　　　　事

ＦＤ委員会ＷＧの活動実績（平成28年度前期）

ＷＧ名 月例ミーティング等
4/27（水）、5/25（水）、6/29（水）、7/27（水）、

9/28（水）

6/16（木）

5/24（火）、6/21（火）、

4/12（火）、4/14（木）、4/19（火）

4/18（月）、5/16（月）、6/20（月）、7/19（月） 、

9/20（火）

4/21（木）、5/19（木）、6/16（木）、7/21（木）

5/19（木）、6/23（木）、7/20（水）

8/5（金）

5/24（火）、7/14（水）、9/29（木）

4/15（金）、5/13（金）、8/4（木）

4/25（月）、5/16（月）、6/27（月）、7/25（月）、

9/26（月）

全学教務・ＦＤ委員会

ＷＧ１（学生による授業評価アンケート）

ＷＧ３（GPAとIRとエンロール・マネジメント）

ＷＧ５（イベント・教育活動支援情報の企画）

ＷＧ８（カリキュラム・デベロップメント）

シリアスゲーム教材開発ＷＧ

プログラミング教育ＷＧ

アクティブラーニング小委員会

スタートアッププログラム小委員会

次世代学習環境検討ＷＧ

学内英語化検討ＷＧ

第1回新任教員研修会＆第1回新任教員対象CANVAS説明会

平成28年度 前期ピアレビュー実施期間

平成28年度 前期授業評価アンケートの実施

第11回カリキュラム・アドバイザリーボード会議

SD研修会（アドビシステムズのPDFファイル作成ソフト「Acrobat」利用説明会）

財務分析に関するSD研修会

後期ピアレビュー実施期間

国際会議　EDUCAUSE 2016参加（予定）

　米国カリフォルニア州アナハイム

第2回新任教員研修会

FD Tips Day

2016年度 北海道情報大学 FDフォーラム

4月14日（木）

5月2日（月）～7月1日（金）

7月11日（月）～8月1日（月）

9月2日（金）

9月14日（水）

9月29日（木）

10月3日（月）

　～12月27日（火）

10月25日（火）

　～10月28日（金）

12月8日（木）（予定）

3月3日（金）（予定）

3月3日（金）（予定）


